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【わが町赤池ふるさとフェアー】 

讐醸ン獅駕鋳“慧鷲 

11月3日～6 日 
1万人の人出でにぎわう 

、 
鶏難緋ち赤池難暴窪無マI 

主 推 赤急町町糾施行50矯年火行春義卦 

I撫I 
」軍ミ 、 

汁’箸I‘文化薬1 
喬 

新
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ト見るも参加、走るも参加人権駅伝 

中継点 1区】グラウンド（幼児） 2区】グ 

ラウンド（幼児） 3区】グラウンド外（小学 

低学年） 4区】生力NT看板横（小学低学年） 

5区】焼き肉ぽた山先（小学高学年） 6区】 

中尾口より県営伏原入口（小学高学年） 7区 

】中尾保育園横（婦人） 8区】赤池駅（婦人） 

9区】岡尾新聞店横（中学）10区：3区公民 

館前（30才代）11区】上野農協裏（中学）12 

区】大浦入口（隆正建設横） (40才以上）13 

区】大浦隣保館登り口（青年）14区】蔵元橋 

先市場側（40才以上）15区】市場ガード先（ 

青年）16区】日吉神社前（30才代） 

ぐ 

人推どみんなで守って 歪 
明るい社会 ， 

年 

毎 
堀 
川 

',1×，線，i‘鳶瓢に緯麟，、 

ト昨年度の人権パレード、 

筋
筋
協
彦
 

髪影赤o o '#''srnグノ田1り多欠多 
多男％彩％’  ラ％

人権をふれあい 
認めあい、高めあい 

1
9
4
8
年
 12 

月
 10 

日
世
界
人
権
宣
言
 

が
国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
て
 40 

年
と
い
 

う
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
 

世
界
の
人
権
宣
言
は
、
人
類
に
多
大
 

な
惨
禍
を
与
え
た
第
二
次
世
界
大
戦
を
 

痛
烈
に
反
省
す
る
こ
と
の
中
か
ら
生
み
 

出
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
れ
ゆ
え
に
こ
の
宣
言
は
、
差
別
を
 

撤
廃
し
人
権
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
 

て
、
恒
久
平
和
を
実
現
す
る
こ
と
を
明
 

ら
か
に
す
る
と
共
に
、
こ
の
精
神
を
実
 

現
す
る
た
め
に
、
国
際
連
帯
活
動
を
重
 

視
し
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
以
降
、
今
日
ま
で
 40 

年
間
、
多
 

く
の
人
々
に
よ
っ
て
積
極
的
な
努
力
が
 

積
み
重
ね
ら
れ
、
人
権
擁
護
活
動
は
、
 

大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。
 

し
か
し
な
が
ら
他
方
で
は
、
差
別
主
 

義
が
強
ま
り
、
南
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
 

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
は
、
い
ま
だ
に
撤
廃
 

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
先
進
国
 

の
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
 

人
種
差
別
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

12 

月
4
日
か
ら
 12 
月
 13 
日
の
 10 
日
間
 

は
「
赤
池
町
人
権
尊
重
旬
間
」
で
す
。
 

赤
池
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
（
会
 

長
、
日
野
喜
美
男
町
長
）
は
、
 

「
部
落
 

問
題
の
解
決
な
く
し
て
、
現
代
社
会
に
 

あ
る
す
べ
て
の
差
別
（
人
権
差
別
、
身
 

体
障
害
者
差
別
、
女
性
差
別
等
々
）
の
 

解
消
は
あ
り
え
ま
せ
ん
」
。
 

「
人
権
と
は
」
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
 

身
の
回
り
の
人
権
を
今
一
度
、
洗
い
直
 

す
機
会
と
し
て
、
人
権
尊
重
旬
間
を
設
 

定
し
ま
し
た
。
 

家
庭
で
、
地
域
で
、
職
場
、
 

「
私
の
 

人
権
」
 

「
あ
な
た
の
人
権
」
に
つ
い
て
 

話
し
合
い
、
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
 

「
人
権
を
認
め
合
い
、
高
め
合
い
、
ふ
 

み
 
ら
 
い
 

れ
合
い
、
明
る
い
 21 
世
紀
の
町
づ
く
り
」
 

を
め
ざ
す
町
民
運
動
を
展
開
し
よ
う
。
 

赤
池
町
で
は
、
こ
の
期
間
中
、
人
権
 

駅
伝
を
初
め
種
々
の
行
事
を
計
画
。
 

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

. 

「
今
日
の
こ
の
大
会
は
 

勝
ち
敗
け
が
目
的
で
は
あ
 

I

り
ま
せ
ん
。
駅
伝
大
会
を
 

E

通
し
て
、
互
い
に
助
け
合
 

1

う
事
を
目
標
に
1
本
の
タ
 

1
 ス

キ
に
人
権
の
願
い
を
託
 

月
し
、
兄
ち
ゃ
ん
が
刀
お
母
 

2

さ
ん
が
ク
こ
ど
も
達
が
グ
 

ー
沿
道
の
皆
ん
な
が
燃
え
、
 

師
走
の
赤
池
路
を
ひ
た
走
 、

 

行 事 名 日 時 実施場所 

人権尊重 

ノぐレード 

12月4 日（日） 

午前10時～ 
町内全域 

町内戸別啓発 12月30日田 町内全戸 

行政機関 

国体等研修会 
旬 間 中 中央研修所 

人権駅伝大会 
12月11日（日） 

午前9時～ 
町内全域 

こ
の
こ
と
は
日
本
に
お
い
て
も
、
例
 

外
で
は
な
く
、
特
に
部
落
差
別
の
実
現
 

を
見
ま
し
て
も
、
結
婚
や
就
職
に
か
か
 

わ
る
差
別
事
件
は
跡
を
た
た
な
い
。
ま
 

た
、
女
性
差
別
や
身
体
障
害
者
に
対
す
 

る
差
別
な
ど
多
く
の
差
別
が
散
在
し
て
 

居
り
ま
す
。
 

こ
の
様
な
内
外
の
人
権
状
況
を
見
る
 

と
き
、
私
た
ち
は
、
今
こ
そ
人
権
宣
言
 

の
精
神
に
た
ち
か
え
り
、
そ
の
具
体
化
 

の
た
め
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

尚
、
本
年
の
全
国
一
斉
に
行
な
わ
れ
 

る
人
権
週
間
の
重
点
目
標
は
ー
 

①
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
。
 

②
国
際
化
に
ふ
さ
わ
し
い
人
 

権
意
識
を
育
て
よ
う
。
 

③
い
じ
め
、
体
罰
の
根
を
絶
 

と・フ。 

④
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
。
 

⑤
障
害
者
の
完
全
参
加
と
、
 

平
等
を
実
現
し
よ
う
。
 

っ
た
第
1

回
人
権
駅
伝
大
会
、
 

地
域
の
人
々
の
あ
た
た
か
い
 

応
援
を
背
に
受
け
参
加
全
チ
 

ー
ム
が
人
権
の
尊
さ
を
肌
に
 

感
じ
無
事
完
走
。
 

本
年
は
、
 

「
幸
せ
と
言
う
 

タ
ス
キ
を
手
渡
し
心
と
こ
こ
 

ろ
を
つ
な
ぐ
第
2

回
人
権
駅
 

‘ろ玉2准マ 
×Pく、Iトロ又 

伝
大
会
が
 12 

月
 11 

日
（
日
）
赤
池
路
を
 

走
破
し
ま
す
。
昨
年
を
越
え
る
地
域
や
 

職
場
か
ら
の
参
加
を
期
待
し
た
い
も
の
 

で
す
。
 

一
本
の
タ
ス
キ
が
年
代
を
越
え
て
引
 

き
継
が
れ
目
標
へ
向
っ
て
ひ
た
走
る
ラ
 

ン
ナ
ー
、
そ
れ
を
応
援
す
る
人
々
の
心
は
 

ひ
と
つ
、
そ
の
心
が
明
日
の
赤
池
の
力
 

と
な
り
ま
す
。
人
権
駅
伝
を
み
ん
な
の
 

力
で
成
功
さ
せ
よ
う
。
 

コ
ー
ス
（
別
表
参
照
）
は
昨
年
度
の
 

反
省
を
も
と
に
一
部
変
更
し
、
今
年
度
 

の
コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
し
た
。
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中
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大
き
な
愛
で
 

差
驚
を
な
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J
c
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A
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」
圧
コ
オ
 

話
4
二
庄
心
 

一

 

麟
 

署、 

意
議
 

】

 

綴
 

く
赤
池
中
ー
年
 
富
安
 
真
紀
 

ぐ
赤
池
中
ー
年
 
堀
川
 
智
恵
 

ぐ
赤
池
中
3
年
 
中
西
 

ユ
ミ
 



(4) 
(5) 

町
制
施
行
 50 

周
年
事
業
と
し
て
、
『
歌
 

の
あ
る
街
づ
く
り
』
を
計
画
、
 
10 

月
 29
 

日、 

30
 

日
に
河
村
光
陽
鵬
童
謡
ま
つ
り
 

が
開
催
さ
れ
、
赤
池
の
町
か
ら
数
々
の
 

新
し
い
童
謡
が
生
ま
れ
ク
童
謡
の
里
〈
 

と
し
て
の
赤
池
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
 

童
謡
ま
つ
り
で
は
、
本
町
か
ら
も
マ
 

マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
 
「
ベ
ル
ア
ル
モ
ニ
ア
 

赤
池
」
や
中
津
川
洋
司
氏
、
そ
の
他
多
 

今
年
も
サ
ン
タ
が
や
っ
 

町
来
て
来
る
 

町青年「蒼 

が
士
《
 
い
会
」
（
会
長
、
木
村
宏
）
 

つ
．
，
ハ
 

が
、
今
年
も
又
、
ク
リ
ス
 

、

繰

 
マス 

イ
ブ
に
ビ
ソ
グ
な
 

駕
 

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
 

い
ま
す
。
昨
年
同
様
、
同
和
対
策
中
央
 

研
修
所
で
、
蒼
い
会
メ
ン
バ
ー
が
子
供
 

達
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
、
寸
劇
を
中
 

児
童
作
家
、
椋
鳩
十
先
生
は
 

子
ど
も
の
頃
に
担
任
の
先
生
が
 

読
ん
で
く
れ
た
 
「
ア
ル
プ
ス
の
 

少
女
ハ
イ
ジ
」
 
の
中
の
一
節
、
 

『
お
じ
い
さ
ん
タ
焼
け
は
ど
う
 

し
て
あ
ん
な
に
美
し
い
の
？
・
』
 

『
お
別
れ
す
る
時
は
ど
ん
な
物
 

で
も
最
高
に
美
し
い
の
だ
よ
』
 

I 

墨
の
濃
淡
で
書
き
上
げ
 

る
水
墨
画
・
か
わ
い
い
千
 

代
紙
人
形
・
お
生
花
・
書
 

道
・
茶
道
・
折
り
紙
の
実
 

演
コ
ー
ナ
ー
は
、
黒
山
の
 

人
だ
か
り
ク
 

町
民
文
化
祭
、
初
の
試
み
 

く
の
人
が
参
加
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
 

た
。
そ
の
中
で
も
観
衆
の
注
目
の
ま
と
 

に
な
っ
た
可
愛
い
 
「
赤
池
少
年
少
女
合
 

唱
団
」
 
は
4
才
か
ら
中
学
生
ま
で
の
新
 

米
合
唱
団
。
童
謡
ま
つ
り
を
目
指
し
、
 

本
年
6

月
に
町
内
の
子
ど
も
達
で
結
成
 

さ
れ
、
短
期
間
で
は
あ
る
が
、
大
塚
玲
 

子
先
生
の
卓
越
し
た
指
導
力
で
す
く
す
 

く
育
ち
、
宗
像
童
謡
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
 

愛
ラ
ン
ド
町
ら
ん
ど
筑
豊
等
に
出
演
、
 

童
謡
ま
つ
り
で
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
た
。
 

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
こ
の
童
 

謡
の
火
を
絶
や
す
ま
い
と
保
護
者
も
一
 

致
団
結
し
、
 
11 

月
 20 

日
に
保
護
者
会
を
 

も
ち
、
子
ど
も
達
の
一
層
の
育
成
の
た
 

め
、
後
援
会
結
成
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
 

初
代
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。
（
敬
称
 

略） 

【
会
長
】
日
高
邦
夫
【
副
会
長
】
 

仲
島
利
昭
【
書
記
】
安
部
ェ
ミ
子
、
池
 

永
邦
子
、
白
川
美
子
 

心
に
、
歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
、
ト
ー
ク
 

あ
り
の
、
盛
り
だ
く
さ
ん
な
ス
テ
ー
ジ
 

で
集
ま
る
子
供
達
に
夢
を
み
さ
せ
て
く
 

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
若
い
パ
ワ
ー
が
 

爆
発
し
、
そ
こ
に
生
ま
れ
た
感
動
は
、
 

子
供
達
に
と
っ
て
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

に
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ア
）
ン
ア
の
友
と
友
好
の
輪
 

ア
ジ
 

県
青
年
の
船
団
員
募
集
 

ァ
の
国
 

' 

と
い
う
言
葉
に
感
動
し
、
後
の
創
作
活
 

動
の
基
盤
に
な
っ
た
と
言
う
。
 

ひ
と
り
の
人
間
が
出
来
あ
が
る
に
は
 

家
庭
、
学
校
、
社
会
生
活
に
深
い
つ
な
 

が
り
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
読
書
に
よ
 

る
も
の
が
多
い
こ
と
は
見
逃
が
す
こ
と
 

が
出
来
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

古
事
を
は
じ
め
色
々
な
書
物
に
触
れ
 

の
実
演
コ
ー
ナ
ー
は
成
功
で
し
た
。
 

町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
紹
介
し
て
 

一
年
半
が
過
ぎ
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
 

持
っ
て
い
る
様
々
な
生
活
の
知
恵
や
技
 

術
を
他
の
人
々
に
分
か
ち
合
っ
て
、
お
 

互
い
に
助
け
合
い
、
協
力
し
合
う
学
習
 

サ
ー
ク
ル
、
名
づ
け
て
 
「
町
民
学
習
ネ
 

邦J
“
腎
雇
吏
 

か
い
し
ょ
う
 

③
行
政
の
責
務
と
し
て
、
差
別
の
解
消
 

が
 同

和
行
政
が
真
の
意
味
で
い
ら
な
く
 

な
る
時
代
、
そ
れ
は
こ
の
社
会
か
ら
部
 

落
差
別
が
な
く
な
っ
た
時
と
い
え
る
で
 

し
よ
う
。
そ
し
て
、
部
落
差
別
が
な
く
 

な
る
時
こ
そ
、
社
会
の
中
に
人
権
意
識
 

て
い
ち
ゃ
く
 

が
定
着
し
、
同
時
に
社
会
の
中
の
あ
ら
 

ゆ
る
差
別
も
解
消
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
 

し
ょ
・
フ
。
 

そ
ん
な
社
会
を
、
 
一
日
も
早
く
実
現
 

し
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
日
を
目
ざ
し
 

て
、
同
和
行
政
の
事
業
と
啓
発
（
教
育
）
 

都
罵
”
カ
く
ら
し
 

人の心の 

豊かさを 

もとめて 

ミ師走ミ街をゆく人々 

の光景が、なんとなく 

あわただしくなった様 

な気がします。今年も 

あとわずか、振り返れ 

ば色々な思い出が頭を 

よぎります。楽しかっ 

た事、悲しかった事… 

etc~ 

そしてまたやって来 

る、新たな年に夢と希 

望をもってこ来年こそ 

はミ と、心に誓います。 

、
く
v

ョ
 

中
学
生
準
優
勝
 

レ
漁
参
を
一
第
 15
 

回
剣
道
大
会
 

11
 

所
嚇
（
加
一
 

月
 13 

日
開
催
さ
れ
た
少
 

年
剣
道
大
会
、
少
年
剣
士
の
熱
の
入
っ
 

た
つ
ば
ぜ
り
合
い
が
各
試
合
で
み
ら
れ
 

た
。
地
元
赤
池
剣
士
も
強
豪
に
ま
じ
り
、
 

堂
々
の
町
長
旗
準
優
勝
に
輝
い
た
。
 

上
野
E
、
準
決
勝
で
涙
 

11 

月
 20 

7
周
年
記
念
上
野
大
会
 
日
、
結
成
 

7
年
目
を
迎
え
た
上
野
少
年
野
球
保
護
 

者
会
（
塙
三
郎
会
長
）
が
主
催
し
町
内
 

ア
ー
ズ
両
チ
ー
ム
、
強
豪
の
前
に
善
戦
 

し
た
が
、
決
勝
進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
。
 

終
っ
て
み
れ
ば
 20 

支
所
 

ク
も
つ
れ
 

に
も
つ
れ
た
ク
そ
ん
な
言
葉
通
り
の
内
 

容
と
な
っ
た
第
 30 

回
町
民
バ
レ
ー
大
会
 

は
、
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
 20 

支
所
が
見
 

事
7
連
覇
を
達
成
。
反
面
、
他
チ
ー
ム
 

の
ガ
ン
バ
リ
も
一
際
目
立
っ
た
。
 

試
合
を
終
え
た
選
手
達
の
瞳
は
、
す
 

で
に
次
の
大
会
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
 

外
よ
り
チ
ー
ム
を
迎
え
少
年
野
球
大
会
 

※
お
詫
び
と
訂
正
 

を
開
催
。
今
大
会
は
本
シ
ー
ズ
ン
の
締
 

前
号
、
剣
道
大
会
文
中
で
、
主
催
が
 

括
り
の
大
会
と
あ
り
各
チ
ー
ム
と
も
激
 

後
援
会
と
あ
る
の
は
、
主
管
の
間
違
い
 

し
い
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
又
、
 

で
し
た
。
 

地
元
の
上
野
イ
ー
グ
ル
ス
、
赤
池
J

べ
 

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
 

中
国
、
韓
国
を
訪
間
し
、
両
国
の
青
年
 

と
友
好
の
輪
を
広
げ
、
国
際
的
視
野
で
 

こ
れ
か
ら
の
青
年
活
動
の
発
展
に
努
力
 

す
る
明
る
く
た
く
ま
し
い
青
年
を
育
成
 

す
る
為
、
こ
の
事
業
を
実
施
。
期
間
は
 

来
年
5
月
 19 

日
よ
り
（
 12 

日
間
）
。
詳
 

細
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
合
2
 

8
1
4
1
0
0

ま
で
 

決
意
も
新
た
に
“
翻
べ
）
若
者
よ
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
血
と
な
り
肉
と
な
 

り
、
多
く
の
知
識
と
な
っ
て
成
長
し
て
 

行
く
の
で
す
。
お
い
そ
れ
と
目
に
見
え
 

な
い
物
だ
け
に
辛
抱
の
い
る
仕
事
で
す
。
 

図
書
室
で
は
、
近
寄
り
が
た
い
雰
囲
 

気
を
一
掃
し
よ
う
と
、
少
し
づ
つ
で
す
 

が
読
書
の
花
を
咲
か
せ
る
た
め
の
土
壌
 

作
り
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
 
ノ
そ
れ
は
心
の
豊
か
さ
 

を
求
め
る
あ
な
た
の
生
活
学
校
で
す
。
 

や
っ
て
み
た
い
人
、
5
人
集
ま
っ
た
ら
 

町
民
会
館
に
お
電
話
下
さ
い
。
 

あ
な
た
の
生
活
の
知
恵
、
暮
ら
し
の
 

ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
 

合
町
民
会
館
 28 

1
4
1
0
0
迄
 

明
け
て
1
月
3

日
因
、
同
和
対
策
中
 

央
研
修
所
で
 63 

年
度
の
成
人
式
を
挙
行
 

し
ま
す
。
赤
池
町
の
成
人
式
は
県
内
で
 

も
め
ず
ら
し
く
正
月
に
開
催
さ
れ
て
い
 

ま
す
が
、
参
加
者
も
 80 

％
と
多
く
同
窓
 

会
的
雰
囲
気
で
一
味
違
っ
た
企
画
を
考
 

え
て
い
ま
す
。
新
春
の
記
念
す
べ
き
こ
 

の
日
に
、
気
持
ち
も
新
た
に
力
強
く
躍
 

進
す
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。
 

J阿毒吻プ 
in おかいけ 

人権学習 

が
、
行
政
の
責
務
と
し
て
、
又
、
国
民
 

的
課
題
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

⑥
同
和
地
区
で
の
と
り
組
み
 

部
落
解
放
運
動
e
高
ま
り
の
中
で
、
 

国
・
県
・
市
町
村
は
、
過
去
の
歴
史
に
 

お
け
る
長
い
間
の
行
政
の
差
別
に
も
気
 

づ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
和
対
策
事
 

業
が
す
す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
 

●
」
よ
フ
 

ふ
く
し
 

し
か
し
教
育
や
、
雇
用
・
福
祉
な
ど
 

い
ろ
い
ろ
な
面
で
は
、
ま
だ
十
分
な
対
 

策
が
講
じ
ら
れ
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
 

し
か
も
、
社
会
の
中
に
は
、
な
お
、
同
 

和
地
区
の
人
々
に
対
す
る
目
に
み
え
な
 

い
差
別
が
生
き
つ
づ
け
、
こ
の
社
会
の
 

中
の
差
別
意
識
が
、
発
展
し
よ
う
と
す
 

る
同
和
地
区
の
人
々
の
、
希
望
や
努
力
 

を
さ
ま
た
げ
て
い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
中
で
、
同
和
地
区
の
人
た
 

ち
は
、
差
別
に
負
け
ず
、
差
別
を
は
ね
 

か
え
し
て
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
努
力
 

を
重
ね
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
 

＠
み
ん
な
の
と
り
組
み
、
地
域
で
職
場
 

で
学
校
 

わ
た
し
た
ち
の
町
で
は
、
同
和
問
題
 

解
決
へ
の
取
り
組
み
が
す
す
め
ら
れ
て
 

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
の
中
 

で
、
社
会
の
し
く
み
や
、
人
権
の
あ
り
 

方
が
と
わ
れ
、
そ
し
て
、
民
主
化
が
す
 

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

学
校
で
は
、
い
ま
 
「
一
学
級
 30 

人」 

咲け” 
4 

文化の花 

~ 

ト折紙を指導、大池ー枝先生（本町）, 

今
年
は
町
制
施
行
 50 

周
年
で
 

あ
り
、
郷
土
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
 

ト
が
数
多
く
開
催
さ
れ
、
ハ
ッ
 

と
気
づ
く
と
カ
レ
ン
ダ
ー
も
残
 

り
1
枚
で
昭
和
 63 

年
も
終
ろ
う
 

と
し
て
い
る
▲
今
年
を
振
り
返
る
と
町
 

民
ま
る
ご
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
始
ま
り
 

N
H
K

ラ
ジ
ォ
体
操
会
、
河
村
光
陽
棚
 

童
謡
ま
つ
り
等
々
が
行
な
わ
れ
我
が
町
、
 

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
で
は
、
1
万
人
の
人
 

出
で
賑
わ
い
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
十
分
 

に
特
色
を
出
し
た
素
晴
し
い
も
の
で
あ
 

っ
た
▲
 
11 

月
3

日
の
 50 

周
年
記
念
式
典
 

で
は
、
会
場
の
玄
関
に
、
歴
代
の
町
長
、
 

議
長
の
写
真
等
が
紹
介
さ
れ
、
幾
多
の
 

盛
衰
を
乗
り
越
え
て
来
た
人
々
の
苦
労
 

が
感
じ
ら
れ
る
▲
町
史
を
語
る
時
、
炭
 

抗
を
ぬ
き
に
は
語
れ
な
い
。
日
本
経
済
 

発
展
の
基
盤
を
支
え
て
き
た
本
町
も
エ
 

オ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
り
、
石
炭
か
ら
石
 

油
へ
と
移
り
変
る
と
同
じ
く
し
て
、
本
 

町
も
暗
く
て
長
い
ト
ン
ネ
ル
へ
と
入
っ
 

た
▲
産
炭
地
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、
 

総
合
計
画
「
緑
と
清
流
、
や
き
も
の
と
 

文
化
の
町
、
赤
池
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
 

ー
ズ
に
新
し
い
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
 

で
い
る
。
そ
の
中
で
 50 

周
年
を
迎
え
た
 

今
年
、
 

「
童
謡
の
町
」
を
宣
言
し
、
文
 

化
の
町
と
し
て
の
第
一
歩
を
歩
み
始
め
 

た
▲
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
 

あ
る
。
町
花
コ
ス
モ
ス
の
花
の
よ
う
に
強
 

く
た
く
ま
し
い
中
に
も
可
憐
さ
を
持
ち
、
 

親
し
み
や
す
く
赤
池
の
土
壌
に
広
が
っ
 

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。
 

秋の大イベントである町民文化祭が11月3日～6日の4 日間開催 

された。今年は町制50周年の記念事業、よかとこフエアも重なり、 

近年になく大勢の人が集まった。ミニSLや迷路には、初めての企 

画であったのか、子ども達で大フィバー。 

町民会館の展示作品は例年以上出品され、見る人の心を魅了した。 

町内には、いろいろな才能や技術を持った人が多い事に感嘆させら 

れた。芸能発表大会も2 日間に渡り行なわれ、趣味や文化活動が盛 

んになったことが感じられた。 

こんな芸術、芸能を個人の域にとどまることなく、より多くの人 

に伝承してほしいものである。 

「ふれあいと文化の町をめざして」 をポスターの標語だけにせず、 

真剣に取り組む時期が来たのでは 。
 

今
後
の
広
報
啓
発
の
中
で
「
え
た
、
 

ひ
に
ん
」
と
い
う
封
建
身
分
や
被
差
別
 

部
落
を
略
し
た
用
い
方
で
「
部
落
」
と
 

い
う
用
語
を
用
い
て
い
ま
す
。
現
在
の
 

民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
は
用
い
方
に
 

編
成
に
向
っ
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
の
一
 

「
教
科
書
無
償
配
布
」
 
に
な
っ
て
い
ま
 

す。 こ
の
二
つ
と
も
、
子
ど
も
た
ち
の
一
 

人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
と
い
う
考
え
 

方
を
も
つ
、
同
和
地
区
の
母
親
の
熱
意
 

に
よ
る
運
動
に
よ
っ
て
実
現
し
た
の
で
 

す。 1
ネ
地
区
も
地
区
外
も
な
く
、
す
べ
 

て
の
子
ど
も
の
人
権
を
守
り
、
差
別
を
 

な
く
す
多
く
の
運
動
の
成
果
が
見
ら
れ
 

ま
す
。
 

よ
っ
て
人
権
侵
害
（
差
別
）
に
つ
な
が
 

る
よ
う
な
用
語
は
避
け
る
べ
き
で
す
が
 

学
習
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
や
 

む
を
得
ず
用
い
た
も
の
で
す
。
そ
の
点
 

を
＋
分
ご
認
識
の
上
、
学
習
を
よ
り
深
 

め
て
く
だ
さ
い
。
 

次
回
か
ら
は
「
わ
た
し
た
ち
の
生
活
 

め
い
し
ん
 

ろ
く
 

と
し
き
た
り
」
を
中
心
に
 
「
迷
信
、
六
 

よ
う
 

と
も
び
き
 

ぶ
つ
め
つ
 

ひ
の
え
う
ま
 

曜
の
い
わ
れ
、
友
引
・
仏
滅
・
丙
午
」
 

れ
ん
さ
い
 

な
ど
を
連
載
し
ま
す
。
 

ー
今
月
の
解
放
講
座
 

ン」 

ンバ」 

と
こ
ろ
 

12 

月
 21 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
み
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
是
非
ど
う
ぞ
。
 



(6) 

国 
十
一
月
二
十
一
日
、
昭
和
六
十
二
年
 

度
の
国
民
健
康
保
険
優
良
家
庭
五
十
六
 

世
帯
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

赤
池
町
の
国
民
健
康
保
険
に
は
、
千
 

四
百
四
十
三
世
帯
（
十
月
末
現
在
）
が
 

加
入
し
て
お
り
、
 

一
人
当
り
年
間
二
十
 

九
万
二
千
五
百
二
十
五
円
（
六
十
二
年
 

度
）
の
医
療
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
 

今
回
表
彰
を
受
け
た
五
十
六
世
帯
は
 

こ
の
一
年
間
一
度
も
病
院
に
か
か
ら
ず
 

六
十
二
年
度
ま
で
に
国
保
税
を
完
納
さ
 

れ
た
世
帯
で
す
。
 

中
で
も
宮
崎
フ
サ
子
さ
ん
（
諏
訪
山
）
 

は
七
年
間
連
続
、
浦
田
義
春
さ
ん
（
大
 

呪
、
き
ぐ
“
」
ん
●
〈
ん
●
」
ん
き
ん
き
ぐ
ぐ
ぐ
ん
 

保
 

優
良
家
庭
表
彰
 

谷
）
と
松
田
松
治
さ
ん
（
北
町
一
）
は
 

六
年
間
連
続
、
大
田
由
己
さ
ん
（
貴
船
 

一
）
と
松
本
芳
江
さ
ん
（
松
本
二
）
は
 

五
年
間
連
続
の
無
診
料
で
、
年
々
増
え
 

続
け
て
い
ま
す
医
療
費
の
抑
制
に
大
き
 

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
こ
の
表
彰
は
、
六
十
三
年
度
よ
 

り
、
四
月
か
ら
九
月
ま
で
、
十
月
か
ら
 

三
月
ま
で
と
半
年
毎
に
無
診
料
で
あ
り
 

表
彰
す
る
月
ま
で
に
表
彰
対
象
月
の
国
 

保
税
を
完
納
さ
れ
て
い
る
世
帯
が
対
象
 

と
な
り
ま
す
。
 

' 

. 

生
命
と
財
産
守
り
ま
す
 

十
一
月
二
十
七
日
、
下
田
川
四
カ
町
 

（
赤
池
、
金
田
、
方
城
、
糸
田
）
消
防
 

団
の
街
頭
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
毎
年
秋
の
防
火
週
間
（
 11
 

月
 

26
 

日
か
ら
 12
 

月
2

日
ま
で
）
に
四
町
内
 

を
火
災
予
防
を
訴
え
な
が
ら
消
防
車
で
 

パ
レ
ー
ド
す
る
も
の
で
、
赤
池
町
消
防
 

団
も
、
今
年
は
五
分
団
（
3
支
所
）
と
 

六
分
団
（
5
支
所
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

ま
た
残
っ
た
団
員
は
、
来
年
一
月
八
 

日
に
方
城
町
で
行
わ
れ
る
下
田
川
四
カ
 

町
連
合
消
防
団
出
初
式
の
隊
形
訓
練
な
 

ど
を
、
町
民
会
館
前
で
行
い
ま
し
た
。
 

な
お
、
十
二
月
十
八
日
に
も
年
末
消
 

防
訓
練
が
行
わ
れ
る
予
定
で
、
火
災
シ
 

ー
ズ
ン
を
迎
え
、
赤
池
町
消
防
団
は
住
 

民
の
み
な
さ
ん
の
大
切
な
生
命
と
財
産
 

を
守
る
た
め
、
訓
練
、
演
習
を
積
み
重
 

ね
て
い
ま
す
。
 

7 

▼日野町長より表彰を受ける宮崎フサ子さん（中央） 
響響麟鷺難鱗鱗罵難舞難1 書 g嘉鷺鷺 

▼みぞれまじりの天候の中行われたパレード 
' 

赤
池
へ
進
出
 

幽
 

⑩

 

赤
池
で
雇
用
鵬
 

赤
池
工
場
団
地
の
分
譲
が
地
域
振
興
 

整
備
公
団
よ
り
、
十
月
三
十
一
日
か
ら
 

始
ま
り
企
業
か
ら
の
間
い
合
せ
が
相
次
 

ぐ
十
一
月
二
十
二
日
因
、
大
阪
に
本
社
 

を
持
つ
テ
ィ
ー
エ
ム
メ
ト
ロ
株
式
会
社
 

の
森
本
辰
男
社
長
が
来
町
、
日
野
町
長
 

と
歓
談
し
、
赤
池
町
へ
の
進
出
意
欲
を
 

強
く
示
し
ま
し
た
。
 

メ
ト
ロ
社
は
、
電
気
部
品
メ
ー
カ
ー
 

で
大
阪
、
岡
山
に
工
場
を
持
ち
、
従
業
 

員
は
七
十
人
。
工
場
の
規
模
拡
大
に
伴
 

っ
て
、
関
西
で
は
地
価
の
高
騰
や
労
働
 

者
の
確
保
が
困
難
な
た
め
、
赤
池
町
へ
 

進
出
し
た
い
と
の
事
で
す
。
 

計
画
に
よ
れ
ば
、
来
年
四
月
か
ら
工
 

▼赤池へ進出意欲を語る森本辰男氏（前列右） 

I 

場
を
移
し
雇
用
面
で
は
二
十
五
人
の
新
 

規
採
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

森
本
社
長
は
特
に
人
材
確
保
に
つ
い
 

て
日
野
町
長
に
協
力
を
要
請
し
、
当
面
 

五
、
六
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
し
た
い
 

と
の
希
望
で
、
三
十
歳
以
下
の
男
性
で
 

出
来
れ
ば
電
気
と
機
械
関
係
に
通
じ
る
 

人
を
雇
用
し
た
い
と
の
意
向
で
す
。
 

求
人
に
つ
い
て
は
田
川
職
業
安
定
所
 

を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
 

当
面
の
相
談
窓
口
と
し
て
役
場
産
業
振
 

興
課
ま
で
御
相
談
下
さ
い
。
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ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
 

（
検
察
審
査
会
）
 

検
察
審
査
会
と
は
、
衆
議
院
議
員
の
 

選
挙
権
を
有
す
る
人
の
中
か
ら
 
「
く
じ
」
 

で
選
ば
れ
た
十
一
人
の
検
察
審
査
員
が
 

い
わ
ば
一
般
の
国
民
を
代
表
し
て
、
検
 

察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
 

（
不
起
訴
処
分
）
の
よ
し
あ
し
を
審
査
 

す
る
の
を
主
な
仕
事
と
す
る
と
こ
ろ
で
 

す
。
検
察
審
査
員
が
欠
け
た
と
き
の
た
 

め
の
そ
の
補
充
員
も
審
査
員
と
同
様
、
 

「
く
じ
」
で
選
ば
れ
ま
す
が
、
審
査
の
 

仕
事
を
す
る
の
に
法
律
な
ど
の
特
別
の
 

知
識
は
必
要
で
な
く
自
分
の
良
心
に
従
 

い
正
し
い
と
思
っ
た
判
断
に
よ
り
十
分
 

そ
の
任
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

検
察
審
査
員
及
び
補
充
員
の
任
期
は
 

六
カ
月
で
、
そ
の
間
月
一
回
程
度
の
審
 

査
会
議
が
開
か
れ
ま
す
が
、
あ
な
た
が
 

審
査
員
や
補
充
員
に
選
ば
れ
た
と
き
は
 

検
察
審
査
会
の
役
割
を
理
解
さ
れ
、
進
 

ん
で
こ
の
務
め
を
果
た
さ
れ
る
よ
う
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
に
不
満
を
持
 

っ
て
お
ら
れ
る
方
や
、
検
察
審
査
会
に
 

つ
い
て
く
わ
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
 

方
は
、
田
川
検
察
審
査
会
（
合
 42 

1
0
 

1
6
3

）
に
ご
相
談
下
さ
い
。
 

登記所の統廃合 

金田出張所→田川支局（霧D 
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西鉄バス 
伊田駅 
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西鉄バス 
田川市役所 
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市立中央中学校 
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市立 
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飲酒と過労はドライバーの大敵 

4
大
池
保
房
さ
ん
 

年末年始の交通安全県民運動が実施されます。 

期間は63年12月11日から64年1月10日までの1 ケ月間です。 

● 若者の無謀運転と高齢者の歩行中における死亡 

事故が多発しています。 

● マナーアップで、交通事故を防止しましょう。 

■飲酒運転はやめましょう。 

■過労・寝不足で運転はやめましょう。 

■暴走行為をしないようにしましょう。 

■子供と高齢者を交通事故から守りましょう。 

容 
●． 

赤池町の人権擁護委員大池保房さん 

童 

赤池町 

田川交通安全協会 
赤池支部 

田川警察署 

奪 
軸くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく．癖 ＠④④④④＠④④＠＠④＠④＠@＠④④④＠④＠@＠④＠④＠④＠@@@＠④④④④④＠@@ 
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
 

農委選挙人名簿 
登載申請書の提出を 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
 

人
名
簿
の
登
載
申
請
書
を
 

提
出
し
て
下
さ
い
。
 

農
業
委
員
の
選
挙
資
格
 

は
、
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
 

い
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
 

人
名
簿
は
、
昭
和
六
十
四
 

年
一
月
一
日
現
在
の
選
挙
 

人
名
簿
登
載
に
も
と
づ
い
 

て
審
査
し
た
う
え
で
作
成
 

さ
れ
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
、
福
岡
法
務
局
金
田
出
張
 

所
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
し
た
不
動
産
登
 

記
な
ど
す
べ
て
の
登
記
事
務
を
、
十
一
一
 

月
十
二
日
囲
か
ら
、
田
川
支
局
で
取
り
 

扱
う
こ
と
に
な
り
、
金
田
出
張
所
は
廃
 

登
載
申
請
書
の
用
紙
は
、
農
事
実
行
 

組
合
長
を
通
じ
て
配
付
し
て
い
ま
す
。
 

▽
提
出
先
廿
農
事
実
行
組
合
長
 

▽
提
出
期
限
廿
昭
和
六
十
四
年
一
月
十
 

日
（
農
事
実
行
組
合
長
か
ら
農
業
委
員
 

会
に
提
出
す
る
期
限
で
す
の
で
、
組
合
 

長
さ
ん
に
は
早
目
に
提
出
し
て
下
さ
い
）
 

※
実
行
組
合
に
入
っ
て
い
な
い
で
資
格
 

の
あ
る
方
は
、
近
く
の
組
合
長
か
役
場
 

農
業
委
員
会
ま
で
、
お
間
い
合
せ
下
さ
 

い。 
止
と
な
り
ま
す
。
 

住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
大
変
御
迷
 

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
御
協
力
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

食品添加物等の年末一斉取締月間11日～28日（厚生省） 
身体障害者福祉週間一9日～15日（厚生省） 
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(8) 

乳
ガ
ン
に
つ
い
て
 

乳
房
に
は
赤
ち
ゃ
ん
に
母
乳
を
与
え
 

る
と
い
う
重
要
な
役
目
が
あ
り
ま
す
が
 

同
時
に
女
性
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
も
大
 

切
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
乳
房
 

に
も
癌
は
発
生
し
ま
す
。
女
性
に
と
っ
 

て
は
、
胃
癌
・
子
宮
癌
等
と
並
ん
で
発
 

生
率
の
高
い
癌
で
す
。
欧
米
で
は
女
性
 

に
最
も
多
い
癌
と
な
っ
て
い
ま
す
。
幸
 

い
な
事
に
、
日
本
女
性
の
乳
癌
は
白
人
 

よ
り
少
な
く
、
手
術
成
績
も
良
い
よ
う
 

で
す
。
ま
れ
に
で
す
が
、
男
性
に
も
乳
 

癌
は
発
生
し
ま
す
。
 

発
病
年
令
は
 40 

歳
代
に
最
も
多
い
の
 、

 

で
す
が
、
 
20 

歳
代
で
も
発
生
し
ま
す
し
、
 

若
い
女
性
も
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
女
 

性
ホ
ル
モ
ン
と
の
関
連
と
思
わ
れ
ま
す
 

が
、
結
婚
や
出
産
の
遅
い
女
性
に
多
い
 

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
又
、
授
乳
を
し
 

な
か
っ
た
人
の
方
が
多
い
と
も
言
わ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

症
状
と
し
て
は
、
乳
腺
の
中
に
触
れ
 

健康教室 
赤池町立病院 

外科医長 

日野 富夫 

a 
る
か
た
い
し
こ
り
で
す
。
 
一
般
的
に
痛
 

み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
こ
り
は
月
日
が
 

た
つ
と
大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。
乳
房
 

の
皮
膚
が
え
く
ぼ
の
様
に
く
ぽ
ん
だ
り
 

む
く
ん
で
厚
ぼ
っ
た
く
な
っ
た
り
す
る
 

事
も
あ
り
ま
す
。
乳
首
の
向
き
が
不
自
 

然
に
な
っ
た
り
、
乳
首
か
ら
汁
の
出
る
 

事
も
あ
り
ま
す
。
 

いよいよ師走、一年の総整理に毎日 

忙しく、又家庭では大掃除のシーズン、 

こんな時ハイハイを始める位の子供が 

いると大変です。 里帰りのお孫さん等 

にも御注意をノ 

診
断
は
、
視
診
、
触
診
、
問
診
に
加
 

え
て
、
エ
コ
ー
検
査
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
 

査
が
あ
り
、
総
合
し
て
判
断
し
ま
す
。
 

癌
の
可
能
性
が
少
し
で
も
あ
れ
ば
、
組
 

織
の
一
部
を
取
っ
て
顕
微
鏡
で
癌
細
胞
 

の
有
無
を
検
査
し
ま
す
。
 

乳
癌
の
診
断
が
つ
け
ば
、
肢
寓
の
リ
 

ン
パ
節
を
含
め
て
乳
房
を
切
除
し
な
け
 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
女
性
に
と
っ
て
、
 

乳
房
を
失
う
事
は
大
変
耐
え
難
い
事
で
 

す
が
、
生
命
に
は
代
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

最
近
で
は
、
美
容
形
成
で
乳
房
を
再
建
 

1
カ
月
に
1

回
こ
の
検
査
を
し
ま
し
ょ
う
。
月
経
の
あ
る
方
 

は
月
経
が
終
っ
て
1

週
間
く
ら
い
た
っ
て
か
ら
行
い
ま
す
。
 

へ
沿
沼
＼
 
H
当
 

にm
少
し
n
v
 

② 

③ ④ 

' 
レー 

'I 

一
 

ノーー～い09 8761k 
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「
 

す
る
事
も
や
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

乳
癌
は
他
の
癌
と
違
っ
て
自
分
で
見
 

つ
け
出
す
事
が
で
き
ま
す
。
早
期
発
見
 

は
自
分
の
責
任
と
考
え
、
月
に
一
回
位
 

は
自
己
検
診
を
し
て
下
さ
い
。
月
経
前
 

は
乳
腺
が
は
り
ま
す
の
で
、
月
経
後
一
 

週
間
位
の
頃
が
最
も
わ
か
り
や
す
い
で
 

し
ょ
・
フ
。
 

m
上
半
身
裸
で
両
手
を
下
げ
て
鏡
の
前
 

に
立
ち
、
以
下
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

④
左
右
の
乳
房
を
比
べ
て
み
て
、
そ
 

の
形
、
大
き
さ
、
乳
首

e
高
さ
等
に
 

自分でできる乳房の検査法 

(AxBXC) を繰り返して調べます。 

③上を向いて寝ます。片方の肩の下に枕を 

入れ手を頭の方に伸ばします。反対側の 

手を用いて③図のように乳房の内側をさ 

わってみます。ついで④図のように乳房 

の外側をさわってみます。かたいこぶ、 

しこりがあるかどうか？ 

④手をおろして同様の検査を繰り返します。 

⑤枕を入れかえて③④の検査を反対側の乳 

房に行います。 

①鏡の前に立ってまず両手をさげたまま 

で、次のような異常がないかをみます 
(A）左右の乳房をくらべてみます。形、大 

きさ、乳頭（乳首）の高さに違いがある 

か？ 

(B）乳房の皮膚の一部や乳頭にへこんだと 

ころはないか？ 

(C）乳頭に 「かさぶた」 や「ただれ」 がな 
いか？ 

乳頭から異常な分泌物が出ていないか？ 

②鏡の前に立ったまま両手を高く上げて 

最近は色々な化 

学薬品が多い為に 

子供さんの誤飲の 

事故が後をたたな 

いそうです。 この 

うち、ほとんどは 

大事に至らないそ 

うですが、多くは 

水や牛乳をコップ 

1 杯位飲ませて吐 

かせます。 口の中 

に指を入れて舌の 

つけ根を押し下げ 

るよう刺激して出 

します。 そして医 

師にみてもらいま 

しょう。次のよう 

な物は絶対に吐か 

せず早急に病院へ 

連れて行きましょう。 

灯油、ベンジン、 

ナフタリン、 シン 

ナー、漂白剤等。 

昔から猫イラズは 

絶対に牛乳は飲ま 

せず、すぐ受診し 

て下さい。 又、子 

供用のオモチャ等 

に使用されている 

乾電池は胃や腸の 

中に長く入ってい 

ると潰癌や穴があ 

くそうです。 不安 

に思ったらすぐ医 

療機関へ。 又、体 

温計や消毒液等を 

入れた救急箱も備 

えておきましょう。 

★少量なら心 

配ないもの 

とその目安 

タノぐコ 2 cm 

インク lOme 

軟コウ lOg 

蚊取線香 2巻 

蚊取マット・・・30枚 

口紅 30g 

化粧クリームlog 

乳液 lOg 

フアンデーションlog 

クレョン 1 本 

ロウソク 1 本 

チョーク 1 本 

粘土 log 

マッチ 15本 

シャボン玉液1口 
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
十
一
月
十
七
日
現
在
 

【
香
典
返
し
】
長
野
清
（
市
場
）
〇
舌
間
 

俊
治
（
薬
王
寺
）
〇
上
野
ユ
キ
ェ
（
貴
船
）
 

〇
国
原
マ
サ
子
（
高
尾
）
〇
大
久
保
和
仁
 

（
山
崎
）
〇
河
野
種
義
（
赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
 

ン
D

）
〇
長
野
忠
男
（
市
場
）
 

以
上
七
件
で
総
額
二
十
四
万
円
で
す
。
 

【
寄
附
】
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
廿
一
万
 

円
〇
匿
名
の
件
五
名
廿
一
万
八
千
円
 

【
特
別
賛
助
会
費
】
（
一
口
一
万
円
）
高
 

盛
千
景
廿
一
口
 

【
賛
助
会
費
】
（
一
口
千
円
）
高
林
ナ
ル
 

ミ
廿
二
口
〇
柴
田
守
廿
一
口
〇
沢
永
孝
 

美
廿
一
口
〇
奥
村
ウ
メ
ノ
廿
三
口
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
安
武
賢
次
廿
一
万
 

円
〇
原
茂
矩
廿
一
万
円
〇
福
祉
バ
ス
内
 

の
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
廿
一
万
五
千
六
百
 

五
円
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

赤
池
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
 

〇
鴨
川
マ
ッ
（
赤
池
）
た
ん
ぜ
ん
2
枚
 

か
す
り
袷
上
下
〇
水
上
正
（
赤
池
）
女
 

物
上
張
り
2
枚
〇
長
野
忠
男
（
市
場
）
 

缶
ビ
ー
ル
 24 

缶
、
缶
ジ
ュ
ー
ス
 50 

缶
〇
 

善
照
寺
海
野
法
寛
（
赤
池
）
鰻
頭
 62 

個
 

〇
島
上
龍
男
（
上
野
）
菊
の
花
励
本
〇
 

山
本
氏
子
（
飯
塚
市
菰
田
）
リ
ン
ゴ
 12 

ぬ
 

一
 一 

12月福祉センターの行事 
【休館日】 

5日、12日、18日 
19日、26日、29日 
年末年始12月30 
日岡～1月4日困 

【バス運行日】 
毎日運行（P1o参照） 

【演 芸】 
I 館者へ自由に 

~

台を提供しま 

【仏教講演会】 
お休みです 

【心配こと相談日】 
7日、17日 
午前10時～午後3時 

【母子婦人相談日】 
お休みです 

【健康相談日】 
第2火曜日、13日因 
午前10時～午後3時 

毎
年
、
支
所
長
、
駐
在
員
さ
ん
を
つ
 

う
じ
て
住
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
頂
 

い
て
い
ま
す
物
品
販
売
が
、
本
年
も
行
 

わ
れ
、
二
万
二
千
二
百
二
十
六
円
の
売
 

上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
 

ざ
い
ま
し
た
。
 

予
防
・
相
談
・
検
診
 

圏
イ
ン
フ
ル
ェ
ン
ザ
 

●
一
日
困
 

老
人
ホ
ー
ム
 

●
十
四
日
困
 
町
民
会
館
 

※
対
象
は
三
歳
以
上
の
方
で
、
時
間
は
 

い
ず
れ
も
 13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
い
分
で
す
。
 

圏
生
ワ
ク
チ
ン
 

●
十
三
日
因
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

対
象
者
一
生
後
3

カ
月
ー
 18 

カ
月
 

圏
乳
児
保
育
相
談
 

●
十
九
日
囲
 
町
民
会
館
 

10 

時
ー
 11 

時
 

対
象
者
一
生
後
4

・
7

・ 
10 

カ
月
 

圏
三
種
混
合
 

●
二
十
日
因
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

対
象
者
一
生
後
 24 

カ
月
ー
 48 

カ
月
 

圏
麻
し
ん
 

●
二
十
一
日
困
 
町
立
病
院
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

対
象
者
一
生
後
 18 

カ
月
ー
 36 

カ
月
 

山
茶
花
の
バ
ラ
ー
ド
 

ー
白
山
茶
花
の
咲
く
頃
ー
 

そ
の
奴
ば
た
だ
黙
っ
て
真
白
く
咲
き
 

盛
っ
て
い
る
数
本
の
山
茶
花
を
そ
っ
と
 

私
に
手
渡
し
た
。
色
の
白
い
頬
の
豊
か
 

な
そ
の
女
は
瓢
箪
村
の
旧
家
の
娘
で
あ
 

り
私
が
秘
か
に
憧
れ
て
い
る
女
で
あ
る
。
 

違
い
は
な
い
か
？
・
 

⑤
皮
膚
の
一
部
や
乳
頭
に
く
ぽ
ん
だ
 

所
が
な
い
か
？
・
 

⑨
乳
首
に
「
か
さ
ぶ
た
」
「
た
だ
れ
」
 

「
分
泌
物
」
等
が
な
い
か
？
・
 

②
次
に
両
手
を
上
に
あ
げ
、
m
と
同
様
 

に
ハ
貿
⑨
「
「
）
に
つ
い
て
調
べ
ま
す
。
 

③
あ
お
向
け
に
寝
て
、
左
肩
の
下
に
枕
 

を
入
れ
ま
す
。
左
手
は
上
に
あ
げ
、
 

右
手
で
左
乳
房
を
触
れ
て
み
ま
す
。
 

し
こ
り
が
な
い
か
を
指
の
腹
を
使
い
 

お
さ
え
る
よ
う
に
し
な
が
ら
捜
す
の
 

が
コ
ツ
で
す
。
指
で
つ
ま
む
と
か
え
 

っ
て
わ
か
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
 

④
手
を
お
ろ
し
体
に
つ
け
て
⑧
と
同
様
 

に
し
て
触
れ
て
み
ま
す
。
 

⑤
枕
を
右
肩
の
下
に
移
し
、
今
度
は
左
 

手
で
右
の
乳
房
を
検
査
し
ま
す
。
 

⑥
も
し
し
こ
り
を
触
れ
た
な
ら
、
左
右
 

で
比
べ
ま
す
。
両
側
に
同
じ
よ
う
な
 

も
の
が
あ
れ
ば
、
や
や
安
心
で
す
。
 

乳
房
の
し
こ
り
を
主
訴
と
し
て
来
院
 

す
る
患
者
さ
ん
の
九
割
以
上
は
良
性
疾
 

患
で
す
。
良
性
と
悪
性
の
鑑
別
は
外
科
 

医
の
診
察
と
検
査
が
必
要
で
す
。
自
己
 

検
診
を
心
が
け
、
も
し
少
し
で
も
不
安
 

が
あ
れ
ば
病
院
へ
来
て
下
さ
い
。
 

寒
々
と
し
た
宿
舎
の
机
の
花
瓶
に
そ
の
 

花
を
挿
し
凝
っ
と
白
い
花
弁
を
見
詰
め
 

な
が
ら
そ
の
人
の
私
へ
の
心
遣
り
を
種
 

々
と
推
し
量
っ
て
見
た
が
女
の
心
情
な
 

ん
か
男
の
私
に
分
か
る
筈
も
な
い
。
 

そ
の
女
は
程
な
く
し
て
従
兄
と
結
婚
 

し
て
私
の
前
か
ら
清
楚
な
姿
を
消
し
去
 

っ
た
。
斯
く
し
て
そ
の
女
へ
の
私
の
憧
 

れ
は
恋
愛
に
ま
で
昇
華
す
る
こ
と
な
く
 

春
の
淡
雪
の
如
く
修
く
も
潰
え
去
っ
て
 

し
ま
っ
た
。
 

そ
れ
か
ら
幾
春
秋
ー
。
山
茶
花
の
咲
 

ほ
の
 

く
頃
の
或
ひ
と
日
灰
か
な
風
の
も
た
ら
 

し
た
便
り
に
よ
る
と
そ
の
女
は
結
婚
後
 

間
も
な
く
胸
を
病
み
白
山
茶
花
の
散
り
 

ゆ
く
が
如
く
脆
く
も
散
り
果
て
、
逝
っ
 

た
と
か
、
純
白
の
山
茶
花
の
咲
き
初
め
 

る
頃
に
な
る
と
、
純
情
多
感
で
あ
っ
た
 

若
き
日
の
自
分
が
無
性
に
愛
し
く
又
、
 

山
茶
花
の
翫
れ
散
る
が
如
く
薄
幸
の
う
 

ち
に
逝
っ
た
あ
の
人
へ
の
思
い
出
と
共
 

ほ
た
び
 

に
燃
え
尽
き
た
楕
火
の
如
く
再
び
燃
え
 

盛
か
る
こ
と
の
な
い
老
い
ら
く
の
身
を
 

無
性
に
悲
し
く
思
う
。
 

破
れ
た
る
ビ
オ
ロ
ン
の
ご
と
悲
し
く
 

も
、
鳴
ら
ず
な
り
け
り
吾
が
胸
あ
わ
れ
 

ー
以
下
次
号
ー
 

歳末たすけあい運動ー一1日～31日 年末年始の交通安全県民運動一12月11日～1月10日 



q0) 

年末・年始の役場業務は次のとお 

りてなす。 

ン12月28日 （水） ご用納め 

ン12月29日～1月3日 休業 

レ1 月4 日 （水） ご用始め 

★戸籍・」少本などが“ 

必要な方はお早目に 

戸籍業務は28日までです。 戸籍謄 

・抄本・印かん証明などが必要な方 

は早めに手続きをおすませください。 

★死亡届等は日直者に 

お申し出ください 

緊急な事態や、火葬認可証（死亡 

届） などが必要な場合は、 日直者か 

おりますので、 お申し出ください。 

★税などの受付けは28日まて二 

税金（町県民税、軽自動車税、国 

民健康保険税、固定資産税）の受付 

け、町営住宅家賃、住宅新築資金貸 

付金等、水道半~金などの徴収事務は 

28日までト行います。 

また、12月15日（わから28日（水）の間、 

税務課において午後6時まで納税窓 

口を開きますのでご利用下さい。 

年末・年始の 

ゴミ、し尿収集は 

＠ゴミ収集 12月31日（土）から1月3 

日（火）の収集は休みです。 したがって 

次のとおり変更になります。 

★燃えるゴミ 

1 月2 日（月）の地区＝か1 月4 日（水） 

1 月3 日（火） ク 

1 月4 日（水）の負」三区 1 月5 日（木） 
＝か 一 

1 月5 日（木） ク 

第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
る
 

昭
和
六
十
四
年
十
月
か
ら
、
レ
ー
ル
 

バ
ス
に
転
換
し
、
営
業
 

を
開
始
す
る
予
定
で
す
 

が
J
R
伊
田
、
糸
田
、
 

田
川
三
線
の
第
三
セ
ク
 

タ
ー
方
式
に
よ
る
新
会
 

社
に
つ
い
て
同
線
運
行
 

対
策
準
備
会
（
会
長
、
 

滝
井
義
高
・
田
川
市
長
）
 

は
、
新
会
社
設
立
に
向
 

け
て
準
備
を
進
め
て
い
 

ま
す
が
、
そ
の
会
社
名
 

を
募
集
し
ま
す
。
 

J
R
が
国
鉄
時
代
に
 

第
三
次
赤
字
対
象
廃
止
 

路
線
と
な
っ
た
こ
の
三
線
は
日
常
の
足
 

新
ム
云
社
名
 

と
し
て
は
勿
論
、
地
域
交
通
体
系
の
背
 

▲福岡市東公園会館内に設置された事務局（滝井田川市長・中央） 

骨
と
し
て
、
沿
線
地
域
 

が
豊
か
に
発
展
す
る
た
 

め
、
欠
く
こ
と
の
で
き
 

な
い
鉄
道
で
す
。
そ
こ
 

で
こ
の
鉄
道
を
未
来
に
 

向
け
育
て
て
い
く
た
め
 

明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
わ
 

く
社
名
を
考
え
て
下
さ
 

い
。
募
集
社
名
の
型
式
 

な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
が
 

田
川
市
郡
、
直
鞍
、
京
 

筑
の
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
鉄
 

路
が
ま
た
が
る
事
を
念
 

頭
に
置
い
て
下
さ
い
。
 

▼
応
募
方
法
廿
ハ
ガ
キ
に
、
第
三
セ
ク
 

タ
ー
の
会
社
名
と
、
応
募
者
の
住
所
、
 

氏
名
、
年
齢
、
職
業
又
は
学
校
名
、
電
 

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
左
記
に
郵
送
 

し
て
下
さ
い
。
 

▼
あ
て
先
廿
伊
田
、
糸
田
、
田
川
三
線
 

運
行
対
策
準
備
会
事
務
局
（
田
川
）
田
 

川
市
東
区
こ
が
ね
丘
、
田
川
市
民
会
館
 

内
〒
踊
 
容
 45 

1
9
6
6
8
 

（
福
岡
）
福
岡
市
博
多
区
千
代
一
丁
目
 

二
番
二
号
、
東
公
園
会
館
内
〒
観
 

合

0

9

2

1

6

3

2

1

2

1

8

4

 

▼
応
募
締
切
廿
十
二
月
二
十
八
日
困
当
 

日
の
消
印
有
効
 

▼
発
表
廿
昭
和
六
十
四
年
一
月
下
旬
、
 

採
用
の
方
に
は
記
念
品
を
進
呈
し
ま
 

す。 

月

月

月

 

1 月6 日（金）の地区→平常どおり 

収 集 

★燃えないゴミ 

平常どおり収集 

★し尿処理 

12月31日（土）から1月3 日（火）までト休 

みです。 年末は混みますので早めに 

処理されるようお願いします。 

尚、12月30日（金うは午前中まで’で・す。 

12月25日（日）は平常どおり収集します。 

正月休みや日曜・祝日の 

救急診療は 

休日救急医療センターは、急病や 

事故などで負傷した救急患者にI;i5急 

的診療を行う施設です。 診療日、科 

目は次のとおりです。 （保険証を忘 

れずに） 

診療 日 12月31日～1月3日 

昼
 

受付時間 
9 : 00-li : 30 
13 : 00-16 : 30 

診察科目 内科、小児科、外科 

夜
 

受付時間 18 : 00-22 : 30 

診察科目 内 科、小児科 I 
-j 

田川地区休日救急医療センター 

田川市新町11番47号ー合45・7199 

年賀ハガキ 
～お早めに～ 

 郵便局よりお知らせ 

昭
和
六
十
四
 

年
の
 
「
年
賀
ハ
 

ガ
キ
」
売
り
出
 

し
て
い
ま
す
。
 

裏
が
無
地
の
 

四
十
円
の
ハ
ガ
 

キ
、
「
竹
に
小
鳥
」
 

「
福
寿
草
」
「
博
 

多
わ
ら
べ
人
形
」
 

の
挿
絵
入
り
の
 

寄
附
金
付
き
四
 

十
五
円
の
ハ
ガ
キ
と
四
種
類
有
り
ま
す
。
 

お
早
目
に
お
買
い
求
め
下
さ
い
。
 

三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
 

福
祉
バ
ス
（
ふ
れ
あ
い
号
）
 

31 

日
と
正
月
3

日
間
お
休
み
で
す
。
 

又、 

12 

月
 26 

日
卿
か
ら
1

月
7

日
田
 

の
冬
休
み
期
間
中
は
日
・
祭
日
と
同
じ
 

運
行
で
す
。
た
だ
し
午
前
8
時
上
野
峡
 

発
の
バ
ス
は
運
行
し
ま
す
。
 

【
・
×
・
一
・
×
・
×
・
×
・
×
・
×
・
×
・
×
・
×
・
】
・
×
・
×
占
・
×
・
×
・
×
・
×
・
×
・
×
・
×
・
マ
×
・
×
・
×
・
×
・
×
・
ソ
 

集
”
田
川
 

準
 

'‘「一」 

ー

j

 

」年一 

『
募
一
一
一
g
I
手
三
二
 
福
 

生
 

専
門
学
校
 
昭
 

懲
蕊
」
鳶
懲
鳶
総
奮
鳶
蕊
総
 

▼
願
書
受
付
廿
昭
和
六
十
四
年
一
月
十
 

七
日
因
か
ら
二
十
七
日
団
ま
で
 

▼
入
学
試
験
1

一
月
五
日
岡
 

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
 

▼
試
験
科
目
廿
国
語
I
、
n

（
漢
文
、
 

古
文
を
除
く
）
数
学
I
、
英
語
I
、 

且
、
面
接
試
験
、
適
正
検
査
 

▼
募
集
人
員
廿
l
n
同
卒
女
子
で
推
薦
と
合
 

わ
せ
て
五
十
人
で
す
。
 

▼
修
業
年
限
廿
ニ
力
年
 

⑨
問
い
合
せ
先
廿
田
川
歯
科
衛
生
専
門
 

学
校
事
務
局
（
田
川
市
大
字
伊
加
利
字
 

笹
尾
一
五
八
七
）
合
 45
 

、
9
0
8
0
 

・×・×・【・×・x
・【・【・×・マ×・×・×・】 

12月は固定資産税4期分・国民健康保険税5期分の納税月です 


